
6

第３回「豊かな心を育むひろしま宣言」推進協議会議事録

１　日　時　　平成 14年 8月 28日（水）１４：４５～１６：３０

　　　　　　　第２回協議会終了後，引き続いて開催

２　場　所　　県庁北館　第１会議室及び第２会議室

３　出席委員

（１） 学校教育部会

　　　　伊藤委員，上田委員，樫本委員，北川委員，佐々木委員

　　　　朝倉委員（欠席）

（２）社会教育部会

　　　　安東委員，石井委員，奥先委員，中岡委員

　　　　花輪委員（欠席），藤井委員（欠席）

４　内　容

（１） 部会

・ 協議｢児童生徒の道徳性を育むための家庭，地域及び学校の果たす役

　割りについて｣

（２） 全体会

部会報告

今後の計画について

５　協議内容の概要

（１） 学校教育部会

○ 事務局の示した宣言のイメージでは，子どもの道徳性を育てるため
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　の要素として，縦軸には，太陽，水・肥料が例示されており，横軸に

　は，家庭，地域，学校が示されている。縦軸の太陽，水・肥料，ある

　いはここには例示されていないが厳しさ，例えば北風と考えてもいい

　が，それぞれのものに，何があてはまるかについて協議したい。

○ 温かさや感動や厳しさということであろうが，重なっている部分も

　多くあり難しい。

○ 学校では，子どもの豊かな心を育てるために何が要素として必要で

　あるかという方向から宣言を考えていく方がいいのではないか。土，

　水，太陽といった表現で伝わるだろうか。

○ 子どもたちの道徳性を育てるためのイメージとして，ある程度具体

　的な土，水，太陽といったものがあった方が良いと考える。

○ 大人に対して伝えるものであるとすると，例えば，自分自身に関す

　ることや他の人とのかかわりに関することなど，道徳の 4つの内容項

　目から考える方が分かりやすいのではないか。

○　事務局案のように例えとして示してあると分かりやすい。｢礼儀｣

　という花を咲かせるために，太陽という支援がある。その太陽にあた

　るものを捜していけばいいのであって，心を育てる要素として，水・

　肥料，太陽で例示することが分かりやすいのでないか。

○ 家庭で幼児期から育てていく中身については，保護者も勉強しなけ

　ればならないが，核家族，少子化社会の中においては難しいところも

　ある。子どもたちを見ると，受験に追われ，学校で勉強していて楽し

　いと感じる子は少なくなってきている。子ども同士のつきあいも希薄
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　になりがちである。今まで，家庭で教え，身につけていったことをど

　こで教えていったらよいのか考えなくてはならない。家庭と学校の両

　者が一体となって考えていくという雰囲気にしていきたい。

　　例えば，年何回か道徳の時間を保護者に見てもらうというのも良い。

　それらのことを通して学校と保護者，保護者同士のつながりを深めて

　いけたらと考える。

○ 地域の祭りや行事を通して子どもたちは育てられていくと考えてい

　る。例えば，総合的な学習の時間に地域に出かけて学ぶということも

　多くなってきた。

○ 豊かな心を育てるための環境づくりとして，土，水・肥料や太陽と

　いう方向で話を進めていただいて良いと考える。例えば，読み聞かせ

　やあいさつ，これは，人と人とのかかわりで考えたい。学校では，地

　域との交流，体験的な活動をどう道徳の時間に生かしていくか考えて

　いきたい。

　　多くの学校では，読書タイムの取組みを行い，子どもたちは本の世

　界に親しむようになってきている。家庭でも読み聞かせ等の取組みを

　してほしい。あいさつについては，あいさつを奨励する標語を子ども

　がつくり，校内に掲示する等の取組みをしている。

○ あいさつは多くの学校で重点的に取組まれている。あいさつをする

　というのは社会生活を営む上で欠かせないことであり，お互いを認め

　合うということである。

　　宣言のイメージは事務局から出されたものでよいが，太陽や水・肥
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　料のどれにあてはまるのか分からないものがある。

　　前回も述べたが，食事の前のあいさつをしない子どももおり，あい

　さつの必要性に気づかない子どもや大人もいる。

○ 前回，ある委員からキーワードとして希望，誠実，勇気という３つ

　が提案されたが，あいさつすることを身につけていくためには，ある

　程度訓練が必要である。あいさつをするのに声の出にくい子どもには

　どのようなカリキュラムを組み，訓練によって，まず声が出せるよう

　にしていくのか。そして，あいさつを訓練によって身につけていく。

　宣言後の具体的なプログラムづくりが大切である。

　　毎朝，歩くことを練習しているが，多くの人は，つま先で歩いてお

　り，歩きながら考えるということが難しいように思える。重心を後ろ

　に下げる姿勢にすると歩くのが楽になる。盛り場で座り込んでいる若

　者を見ると｢立てないんだなあ｣と感じる。歩くことにも訓練が必要で

　ある。歩いた後に，声を出しながら呼吸をする。そうすると気持ちが

　落ちついてくるのがわかる。要は，呼吸が大切なのだなあと考えてい

　る。

　　また，社会の中で欠けていることが静けさ，静けさの中で集中力や

　創造力が育まれていく。

　　イタリアの著名なデザイナー，エトルサルサスは，｢自分たちは，20

　世紀に肉体の安らぎを求めてきた。しかし，できあがった現在，それ

　らはなんという薄っぺらいものであったか｣と述べている。自然の素晴

　らしさ等，感動体験を学校の中で学んでほしい。また，人間の力の及
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　ばない自然の力，畏敬の念についても教えてほしいと考える。さらに

　先人たちの名言についても子どもたちに分かりやすく教える学習があ

　ってもよい。

○ 子どもたちが育つ過程の中で大切なことを話していただいたが，そ

　の中で，子どもたちができることがあればさせていきたい。認識だけ

　でなく，実践することが大切であると感じた。

　　学習指導要領の総則には，｢学校における道徳教育は，教育活動全体

　を通じて行うものであり｣とある。にもかかわらず，これまで，道徳教

　育がどちらかといえば軽視されていた傾向にあった。それは，教員の

　道徳に対するアレルギーや教員自身の指導力の不足ということもあっ

　たととらえている。

　　完全学校週５日制が始まった現在，土・日をどう過ごすかについて

　協議したとき，学校，家庭，地域がそれぞれの持ち分を発揮しないと

　いけないという結論となった。学校，地域はある程度組織立てて考え

　られるが，家庭はそうはいかない。活動を通して親同士の関係を築き，

　地域の輪の広がりをもたせていく必要がある。

○ 畏敬の念について，子どもたちは人間の力の及ばないものがあるこ

　とを知らない。人が見ていてもいなくても，良くないことはしない，

　善悪の判断について自律をしていくことが大切である。

○ 学校でめざす子ども像について協議をしたとき，｢おそろしいこと

　やこわいことがわかる子にしよう｣という意見を出した。

　　家庭で，子どもが言ったことや要求に親がすぐに頷いてしまう現実
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　がある。

○ 学校教育部会として，協議の結果，事務局の出した宣言のイメージ

　案の縦軸，横軸のとらえ方で基本的には良いと報告したい。

（２）社会教育部会

○ 若い母親への教育は，むずかしいと感じている。髪を染めている子

　どもがいるが，あいさつもするし，善悪の判断もできる。外見だけで

　は判断できない。

○ 小学校で髪を染めている子はやはりいる。「直した方が良い」と言っ

　ても直さない。親自体がきれいに金髪に染めてやっている状況である。

○ 子どもを持つ母親に，家庭で道徳心を育むためのお願いをしても難

　しいだろう。「愛情一杯に子どもを育ててください」ということから

　始めていきたい。そのことが「豊かな心を育むこと」や「道徳心の育

　成」につながると考える。

　○　保護者がしつけ方がわからず，「どうしたらいいのか」と聞いてくる。

　　家庭で道徳心を育てなさいと言うと，若いお母さんたちはパニックに

　　なってしまう。家庭，学校，地域全体でみんなで育てるということが

　　必要だと考える。

○ スローガン的に言うと，｢保護者は子どもを抱こう｣ということでは

　ないか。

　　　問題行動を起こした子，２名の事例を紹介する。警察に，親が迎え

　　に来るのだが，１人の保護者は，我が子を殴った。もう１人の保護者
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　　は，我が子を抱きしめて連れて家に帰り，風呂に入れてやったそうだ。

　　その後，２人の子どもは，行動が随分違ってきたようだ。最近，子ど

　　もを抱かない保護者が増えているように思う。

○ 子どもたちには，人とのかかわりを大切にしてほしい。小学生にし

　ても中学生にしても，人とのかかわり方に課題があるようだ。

○ 家庭で親が子どもにかかわっていない。子守りをしていない。背中

　に子どもを背負って子守りをしていない。子どもを背負って子守りを

　すれば何もしなくても子どもは育つという話を聞いたことがある。

○ 子どもを背負って子守りをすれば，面と向って何かしなくても親子

　という情感が共有できる。

　○　子育ては，学校や幼稚園でもできるが，子守りは親しかできない。

○ キーワードで考えると「しつけが大切です」と「愛情深く子どもを

　育てましょう」とかではないか。

○ 子育ての環境づくり，子どもとふれあう環境をつくっていくために，

　３年程度の育児休暇が欲しい。

　○　働きやすい職場環境をつくっていくことが必要。

○ 国レベル，産業レベルの問題であり，どの提言にも出てくる内容で

　ある。この宣言に入れるのは難しいのかもしれない。

○ 宣言としては，「しつけの大切さ」「愛情を深く育てる」「人とのかか

　わりを大切にする」などが考えられる。もう一つ足りないと思うのは，

　子どもは見ることによって育つものであり，大人がモラルを尊重して

　いる姿を子どもに見せていくということだ。
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○ 中・高校生から，「だって大人もやってるじゃん。何で自分たちばか

　り叱られなければならないの」と聞くことがある。確かに大人のモラ

　ルも考えなければならない。

○ 先日，２つの大きなコンサートがあった。１つのコンサートのファ

　ン層は中学生から 30 才位までだったが，見事に係員の指示に従って整

　然としていた。もう１つは，孫を連れた方もたくさん見かけたが，ル

　ールが守られず会場は混乱していた。

　○　40 才代は道徳的に難しいかも知れない。戦後の混乱の時代に育った

　　からかも知れない。心理学の学会で「順番待ち」というテーマに対し，

　　「早く前に行って席を取りなさい」といった非道徳的な行動をとるの

　　は年齢が高くなるほど多いという結果が出たようだ。

○ 若い人は与えられた中で育てられているが，戦後混乱期の世代のも

　のは，早く行かなければ席がなくなってしまうという思いが身に付い

　ている。

　　　今の若い人は納得するとするが，自分が納得しないと見向きもしな

　　い。自分の職場でも先輩がやっていても納得しないと動こうとしない。

○ 阪神淡路大震災の時，若い人がボランティアとして活躍する姿を見

　たとき｢まだ，日本は大丈夫｣と感じた。

○ 震災後，親族，友人の多い被災者ほど立ち直りが早かったようだ。

　つまり，つながりを多く持っている人が早かったということだ。

○ 人とのつながりを持つということは重要である。不登校は人とのつ

　ながりが持ちにくいことが大きな要因である。小さい頃の親子のかか



14

　わりが重要となってくる。

○ そういった意味でも，親子で読み聞かせをすることはだれでもでき

　る取組みであり有効である。

○ しつけも重要であるが，親が子と目を合わせ，会話をすることが大

　切である。

○ 宣言に取り入れる内容に，地域社会という観点もほしい。子ども会

　などは加入者も減り，親も役員をしたがらない傾向がある。地域とい

　うことも視野に入れて検討してほしい。

○ 人とのかかわりだと思うが，家族の人数が少ない中で，地域に入っ

　て人間関係をつくっていくことが必要である。少子化の中で，子ども

　会が成り立たない状況にある。

○ 地域組織への所属は，とても重要なことだと思うが，それをだれが

　引っ張っていくかが今ネックとなっている。

○ ある運動会でのできごとだが，放送のボリュームが下げられた。そ

　れは，周辺からうるさいと苦情が寄せられたことによる。

○ 地域が一番変わらなければならないのは，自分の子どもであろうと

　なかろうと次世代を担う地域の子どもをみんなで育てていこうという

　意識を育てることである。

　○　文部科学省も「子どもは社会の宝」と言い始めた。

○ こういうことで意識が変わっていくと，運動会の放送は，地域の子

　どものためだからと多少がまんするようになる。

○ 自分の子どもが学校にいるうちは，子どものためとがまんするが，
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　子どもがいなくなると何も関心を持たなくなってしまう。

　○　地域の行事があっても，参加せず家族で外出してしまう家庭も多い。

○ ｢地域の行事には，必ず参加しなさい。｣と言わなければならないの

　かもしれない。

○ 地域の付き合いを避け，仲の良いグループとの交流を求める親も多

　い。サポートセンターにいるが，近くのボランティアを紹介すると，

　どこか違う地域の方にお願いしたいとの声も出る。隣近所で助け合う

　ことが大切であると思うのだが。

○ 現在では，厳しいのはお母さん，優しいのはお父さんというふうに

　なりつつある。

○ 地域の力を借りるという発想が，まだ学校に少ないのではないだろ

　うか。

○ 総合的な学習の時間が開始されて，地域の力を学校に生かす場は確

　実に増えているはずである。

　○　学校に地域と家庭をつなぐ役割が求められる。

○ 宣言に入れる内容とすれば，「地域の子どもたちを自分の子として

　考え，しかるべき時はしかる」ではどうだろうか。「人とのつながり」

　の重要性もほしいと思う。「ボランティア」の活用も重要と考える。

○ 読み聞かせは読み語りがいいとも言われているが，先日お父さんの

　ひざの中で読み聞かせが行われており，とても好印象であった。

○ あいさつについては，あいさつをすることで地域がつながることが

　ポイントではないか。
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○ あいさつは大切であるが，相手の目を見てあいさつをすることが必

　要である。

○ 子どもに，「おはよう」と言った時，その子の様子がわかる。地域で

　ボランティアの人たちが，朝学校に行く子どもたちの様子を見ようと

　いうことで取組んでおり，一年を迎えた。とてもいいことだと思う。

　　　｢あいさつをしましょう｣と言うだけでなく，相手の目を見てとか顔

　　を見てとかという具体的なものがあればよい。

○ この夏休みに，子どもの音楽会に広響を呼んだが，発表までの練

　習，準備のプロセスを子どもに見せた。また，以前学校の体育館に劇

　団が来て公演していたが，劇団員が練習している声が聞こえていた。

　これを聞きながら内容を想像していたが，それによって，観劇したと

　きの気持ちが随分変わってくるように思う。

○ 最近はビデオなどで画面を見ることや，ＣＤなどで音も聴くことが゛

　できるが，やはり，直接目の前で見ることはとても大切なことである

　と思う。以前，子どもとその保護者でマリンバを聴いたことがあるが，

　どの子も一生懸命聴いていた。

○ 宣言に盛り込むとすれば，「地域の人たちに，感動体験できるチャン

　スをたくさん与えてほしい」でどうだろうか。

○ 子どもたちが感動体験できる環境づくりをすることが大切だと考え

　る。

　○　ヨットに乗ることがあるが，ヨットは道徳心を養うのにとてもよい

　　と感じる。ちょっと気を抜くと沈んでしまうし，波も怖い。自然体験
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　　がいいと言うけれども，完成した所に連れていき，表面的に体験させ

　　るのでは，子どもたちも満足感を感じることができなのではないか。

○ 遊びの中でもそうだが，冒険がないと強い心をもった子にならない

　のではないかと思う。

　○　やはり体験の質が重要だと考える。

○ 体験が形骸化してはならない。「感動体験」というのは実にいいこと

　だと思う。「地域の人に感動体験する機会を多くつくってください」と

　いうことだろう。

　○　「礼儀」については，どうしたら育つのだろう。

○ ｢礼儀｣という言葉で言うと，今の若い人たちの感覚になかなかフィ

　ットしない。｢畏敬の念｣ということは，とても大切なことである。

○ 自分が，小学校高学年頃の体験で，「自分はいつか死ぬんだ」と思

　い，1ヶ月位苦しかったことがある。夜目が覚めて怖くて怖くていけ

　なかったことがある。死ということをきちんと指導しないといけない

　のではないかと思う。

○ 死んでいく者を見取ることが必要である。死んできれいに棺の中に

　入っているのだけを見ている。大好きな動物が死ぬという体験をした

　子どもは，死を実感し，生と死について考えるようになる。

○ 死という教育をすることによって，命の大切さを学ばせている実践

　がある。マスコミ等に考えてほしいのは，絵本等では死んだら天国に

　行ってしまい，死ぬということがそんなにつらいことではないととら

　えられているのではないか。また，ゲームでは死んでもリセットすれ
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　ば生き返る。

○ 一つしかない命なんだから大切にしないといけないという意識を持

　たせることが必要。

○ 自分の命を大切にすると共に，すべての生き物の命を尊重する気持

　ちを育てることが重要である。

　○　自分の子どもを親が殺してしまう事件が続発している。

○ 子育ての教育を受けずに親になってしまっている。自分の子どもが

　できて初めて子どもを抱く親がいる。高校のカリキュラムの中に育児

　体験を入れている学校がある。

○ 子どもたちに小さい子を抱く経験をさせると，目の輝きが変わって

　くる。ある時期にそういった体験が必要なのではと思う。

　○　社会教育部会のまとめとしては，次のようにしたい。

　　　まず，家庭教育は子どもたちの道徳性を育てる出発点である。そし

　　て，それは，人とのかかわりや愛情（抱く）ということで育つ。

　　　次に，しつけをするということを恐れない。

　　　地域については，すべての子どもを自分の子どもとして考える中で，

　　道徳心を育てていく。

　　　また，生きることの大切さを伝える感動体験の場を多く持ってもら

　　う。以上を全体会で報告したい。

○ 中教審答申にしつけ三原則とあるが，具体的に何か決まったものが

　あるのだろうか。

○ 各家庭で，三原則を決めて実施するということで，具体的には決ま
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　ってはいないように思うが，確認して知らせる。

○ ネットワークという言葉を宣言のどこかに入れてほしい。土壌づく

　りは主に家庭だとあったが，いろんな家庭環境の子どもたちを見て，

　家庭だけとは言えないと思う。それは，地域や学校でもあり，要（か

　なめ）になるのは人だと思う。その人と人が手をつなぎ合った中で子

　どもたちを育てていくんだという表現ができればいい。

○ 非常に大切なことだと思う。ネットワークということを違う言葉で

　表現すると連携・共有とかである。分担してやるのではないというこ

　とだ。

○ 分担してやるのではなく，一人一人が手をつなぎ合ってするという

　ことである。

　○　ネットワークづくりについても，部会のまとめとして報告したい。

　


